
 
 ＜2018年春 消費者のくらし向きに関するアンケート 調査結果より＞ 

福井県民の消費者マインドは… 

 

福井県内消費者に、半年前と現在のくらし向きを比べた生活実感、および今後半年間のくらし向きに 

ついて質問し、D.I.値（「良い」「やや良い」から「悪い」「やや悪い」の回答割合を差し引いた数値＝景気動

向指数）の結果から、福井県民の今の消費者マインドが見えてきました。この紙面でお伝えできない調査結

果は、くらなび HPで報告いたしますので、どうぞそちらもご覧ください。 

 

① 今後半年間の「くらし向き」について、D.I.値が前回より約 5ポイント下がり▲18.5となりました。16年春より回復傾向が見られ、以後

連続して数値が上昇していましたが、今回はその 16 年春と同程度の水準となりました。「収入」「支出」「貯蓄」についてもほぼ同様

です。『良くなる』と『やや良くなる』は大きく減っていませんが、『変わらない』が減り、『やや悪くなる』が増えています。 

② 半年前と比べた現在の「実質のくらし向き」「収入」についても、同様の結果でした。  

③ くらし向きに関する消費者マインドは、上向きの期待感がいったん落ち着き、横ばいに入ったと思われます。 

16年春 16年秋 17年春 17年秋 18年春
▲ 18.9 ▲ 16.3 ▲ 14.3 ▲ 14.5 ▲ 18.4

16年春 16年秋 17年春 17年秋 18年春
▲ 24.0 ▲ 26.7 ▲ 21.8 ▲ 20.6 ▲ 23.5

実質のくらし向き

実質の収入


